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コホート研究 文献数 コード

Forest plot

コメント： 乳製品高摂取は乳癌再発において有意なリスクを認めない。異質性はやや高い

感度分析

Funnel plot

コメント： 報告バイアスを示唆する分布は認められない。

コメント：実施せずその他の解析

メタリグレッ
ション

乳製品の摂取は乳癌患者の予後に影響を及ぼすか

モデル

効果指標

方法

0.41

Andersen2020　LACE2013　Saxe1999

乳癌患者

乳製品非摂取/低頻度摂取

乳製品高頻度摂取(診断前）

統合値

ランダム効果

ハザード比

inverse-variance method (RevMan5.4)

CQ

乳癌再発

研究デザイン
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モデル 固定効果 方法 inverse-variance method (RevMan5.4)

CQ

乳製品の摂取は乳癌患者の予後に影響を及ぼすか

乳癌患者 乳製品高頻度摂取(診断後）

乳製品非摂取/低頻度摂取 乳癌再発

研究デザイン コホート研究 文献数 コード

Andersen2020、LACE2013、NHS2017

効果指標 ハザード比 統合値 0.49

Forest plot

コメント： 乳製品高摂取は乳癌再発において有意なリスクを認めない。異質性はない

Funnel plot

コメント： 報告バイアスを示唆する分布は認められない。

その他の解析 実施せず コメント：

メタリグレッ
ション

感度分析
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モデル 固定効果 方法 inverse-variance method (RevMan5.4)

CQ

乳製品の摂取は乳癌患者の予後に影響を及ぼすか

乳癌患者 乳製品高頻度摂取(診断前）

乳製品非摂取/低摂取 乳癌死亡

研究デザイン コホート研究 文献数 コード

Andersen2020、Hebert1998

効果指標 ハザード比 統合値 0.32

Forest plot

コメント： 乳製品高摂取は乳癌死亡において有意なリスクを認めない。異質性はない

Funnel plot

コメント： 報告バイアスを示唆する分布は認められない。

その他の解析 実施せず コメント：

メタリグレッ
ション

感度分析
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1.02 ( 0.92 - 1.13 )　P=

　

モデル 固定効果 方法 inverse-variance method (RevMan5.4)

CQ

乳製品の摂取は乳癌患者の予後に影響を及ぼすか

乳癌患者 乳製品高頻度摂取(診断後）

乳製品非摂取/低摂取 乳癌死亡

研究デザイン コホート研究 文献数 コード

Anderen2020、Beasley2011、
LACE2013、NHS2017

効果指標 ハザード比 統合値 0.71

Forest plot

コメント： 乳製品高摂取は乳癌死亡において有意なリスクを認めない。異質性はない

Funnel plot

コメント： 報告バイアスを示唆する分布は認められない。

その他の解析 実施せず コメント：

メタリグレッ
ション

感度分析
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モデル 固定効果 方法 inverse-variance method (RevMan5.4)

CQ

乳製品の摂取は乳癌患者の予後に影響を及ぼすか

乳癌患者 乳製品高頻度摂取(診断前）

乳製品非摂取/低頻度摂取 全死亡

研究デザイン コホート研究 文献数 コード

Andersen2020,Saxe1999

効果指標 ハザード比 統合値 0.75

Forest plot

コメント： 乳製品高摂取は全死亡リスクにおいて有意差は認めなかった。異質性はない。

Funnel plot

コメント： 報告バイアスを示唆する分布は認められない。

その他の解析 コメント：

メタリグレッ
ション

感度分析
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1.03 ( 0.89 - 1.19 )　P=

　

モデル ランダム効果 方法 inverse-variance method (RevMan5.4)

CQ

乳製品の摂取は乳癌患者の予後に影響を及ぼすか

乳癌患者 乳製品高頻度摂取(診断後）

乳製品非摂取/低頻度摂取 全死亡

研究デザイン コホート研究 文献数 コード

Beasly2011、Holms1999、LACE2013、
NHS2017、Andersen2020

効果指標 ハザード比 統合値 0.74

Forest plot

コメント： 乳製品高摂取は全死亡リスクにおいて有意差は認めなかった。異質性は高い。

Funnel plot

コメント： 報告バイアスを示唆する分布は認められない。

その他の解析 コメント：

メタリグレッ
ション

感度分析
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0.93 ( 0.88 - 0.98 )　P=

　

モデル 固定効果 方法

CQ

乳製品の摂取は乳癌患者の予後に影響を及ぼすか

一般成人 乳製品高頻度摂取

乳製品非摂取/低頻度摂取 一般健康への益

研究デザイン コホート研究 文献数 コード

効果指標 ハザード比 統合値 0.000

Forest plot

コメント： ミルク200ｇ/ｄの摂取により脳卒中のリスク低減効果が明らかである。東アジアでも同様
の結果である。

Funnel plot

コメント： 報告バイアスを示唆する分布は見られず

その他の解析 コメント：

メタリグレッ
ション

感度分析
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Funnel plot

コメント： 報告バイアスを示唆する分布は認められない。

その他の解析 実施せず コメント：

メタリグレッ
ション

感度分析

効果指標 ハザード比 統合値 0.02

Forest plot

コメント： 高脂肪乳製品高摂取は乳癌再発において有意なリスクを認めた。異質性はない

モデル 固定効果 方法 inverse-variance method (RevMan5.4)

CQ

乳製品の摂取は乳癌患者の予後に影響を及ぼすか

乳癌患者 高脂肪乳製品摂取

乳製品非摂取/低頻度摂取 乳癌再発

研究デザイン コホート研究 文献数 コード

Hebert1998、Saxe1999、LACE2013、
NHS2017
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Funnel plot

コメント： 報告バイアスを示唆する分布は認められない。

その他の解析 実施せず コメント：

メタリグレッ
ション

感度分析

効果指標 ハザード比 統合値 0.008

Forest plot

コメント： 高脂肪乳製品高摂取は乳癌死亡において有意なリスクを認めた。異質性はない

モデル 固定効果 方法 inverse-variance method (RevMan5.4)

CQ

乳製品の摂取は乳癌患者の予後に影響を及ぼすか

乳癌患者 高脂肪乳製品摂取

乳製品非摂取/低頻度摂取 乳癌死亡

研究デザイン コホート研究 文献数 コード

Hebert1998、LACE2013、NHS2017
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Funnel plot

コメント： 報告バイアスを示唆する分布は認められない。

その他の解析 実施せず コメント：

メタリグレッ
ション

感度分析

効果指標 ハザード比 統合値 0.05

Forest plot

コメント： 高脂肪乳製品高摂取は乳癌死亡において有意なリスクを認めた。異質性は高い

モデル ランダム効果 方法 inverse-variance method (RevMan5.4)

CQ

乳製品の摂取は乳癌患者の予後に影響を及ぼすか

乳癌患者 高脂肪乳製品摂取

乳製品非摂取/低頻度摂取 全死亡

研究デザイン コホート研究 文献数 コード

Hebert1998、LACE2013、NHS2017
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